








































































　従来の医療救護活動は南海地震発生から 3 － 5
日までを想定して策定されてきた．しかし平成23



































































































































































































































































































































































































































































































安芸 53,576 18 47 1,256 1,596 30,028 22,005 4,493 8,131
中央 555,072 70 137 8,400 4,712 151,595 176,994 30,050 24,006
高幡 61,406 32 31 1,477 1,382 31,491 23,554 5,284 7,041
幡多 94,402 16 64 2,005 1,928 49,340 36,319 7,173 9,822














































































































































































































































































するための DCP（District continuity planning）を
作成するところが最終目標である．場合によっては
高知県では解決できないなら四国での DCP を作成
する必要があるかもしれないし，中四国での DCP
も必要なら作成していかなければならない．中四国
での 9 県知事会議では高知県に何かあれば島根県と
山口県が支援に入るところまで話は進んでいる．し
かし総論賛成各論一切進まずという感じで，H27 年
度には高知県の危機意識を全国に伝えていく場を設
けるように企画するところまで話は進んでいる．
○病院避難
全く方策が浮かんでこないが，避けて通れる問題
ではない．
○避難所の運営
長期避難者は約46万人に上ると考えられている．
急性期は乗り越えたとしても，災害関連死を予防し
ていかなければならない．保健衛生の早期介入によ
る感染症への対応，リハビリ体操などによる高齢者
の廃用萎縮予防，血栓症予防，定期健診などによる
早期疾病の発見と慢性疾患の増悪予防，要医療支
援者への県外への医療疎開と県内医療の再開など
様々な問題が生じてく
る．ここでは紙面の関
係から詳細に論じるこ
とはできないが，高知
県では「高知県自然災
害時保健活動ガイドラ
イン 」「 在宅要医療者
災害支援マニュアル 」
「 避難所運営のための
手引き 」「 福祉避難所
設置・運営に関わるガ
イドライン 」「 災害時
心のケアマニュアル 」
などを定めており一度
拝読願いたい．
図12 高知県内で効果が期待される消防車両
水陸両用バギー
【特長】車体がボートのような構造で浮きやすく、
八つのタイヤが水面をかいて時速４キロ
で走行。陸上では２０度の斜面も走行
【製造】カナダ製
【形状】全長約３ｍ
【定員】水４人、陸６人
【価格】①約1,200万円（消防庁仕様）
（ベルト強化、ストレッチャー、ウインチ、幌、
さび止め、Ｓタイヤ８本、工具など多数）
②約700万円（広島県神石高原町仕様）
（ストレッチャー、スペアタイヤ２本など）
※ノーマルは約600万円）
【維持費】年間20万円程度
【導入消防本部】 全国１５消防本部 他自治体等
（四国内は徳島市のみ）
【考えれる用途】
高知市等の長期浸水対策
【特長】連結式のゴム製クローラ方式車両。荒地
や段差、瓦礫、水溜りなどの一般車両走
行不可の現場を走行可能、時速５０キロま
で可（水上も３キロで走行可）
【製造】シンガポール製
【形状】全長８７２cm
【定員】前４人、後６人
【価格】１億1,000万円
【維持費】不明
【導入消防本部】岡崎市消防本部
【考えられる用途】
急性期における医療従事者や物資の搬送
全地形対応車両
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